
令和４年度おかやま協働のまちづくり賞応募用紙 
 

 

令和４年 ７月 ２８日 

岡山市長 様 

                 応募者代表 団体名  一般社団法人ぐるーん              

                       氏 名   太田 理香             

 

令和４年度「おかやま協働のまちづくり賞」に応募します。 

募集テーマ：「伝統・文化で育む、コミュニティと郷土愛～コロナ禍でも取り組みを止めない～」 

取組の名称 絵本とコミュニティの力が、地域をつなぐ ～だいすきよの輪～ 

 

 

取組の概要 

 
インターネット投票を行

うサイトにそのまま掲載

します。 

今年のテーマとの関連が

わかるよう、目的及び取組

概要、アピールポイントを

300字（句読点含む）以内

で記載してください。 

社会的養護の子ども達を抱っこする団体「ぐるーん」と、手帳を通じて女

性の多様な生き方をサポートするコミュニティ「手帳の GAKKO」、岡山市北

区中撫川の地域住民や企業が、絵本「だいすきよ」の出版記念チャリティ

イベントを通じてつながり、絵本の読み聞かせという文化的な取り組みと、

伝統的な縁日というイベントを融合させ、コロナ禍で希薄になった地域住

民の交流の輪を再び取り戻し、「弧育て」「孤立」防止につなげるプロジェ

クトを実施した。 

子どもへの想いをつづった絵本のサイン会と読み聞かせでは、各コミュニ

ティから様々な年代の参加者が訪れて交流し、社会で子どもを育てるとい

うコンセプトに共感の輪、子どもらの笑顔の輪が広がった。 

成果・効果 

 
取組を通じて得られた成

果や、解決した社会課題の

状況、また関連した地域へ

の効果や変化などを書い

てください。 

３つのコミュニティが協働することにより、単体では得られないような

出会いの輪が広がった。各コミュニティ内の目的が、掛け算的に相乗効

果を生んだ。 

絵本の売上金を、社会貢献として寄付するという直接的な成果もあった

が、それ以上に、地域の子どもに絵本の読み聞かせの機会を創出でき、

文化的な体験をすることができたこと、また、そのイベントに集まるこ

とで、普段接点のない大人も交流を深めることができ、子どもの育ちを

社会で支えていくというコンセプトを共有することができた。 

また、縁日を通じて、子ども同士、子どもと大人との温かな関りが生ま

れ、「子育てしやすい地域のあり方」のモデルケースとしての役割を果

たすことができた。 
 

●次の書類等を添付してください。 

①〔様式１〕協働による社会課題解決の取組の内容 

②〔様式２〕取組実施団体概要書 

③写真等取組イメージ画像の電子データ（１枚） 

インターネット投票を行う際のエントリー一覧に使用します。エントリー一覧は、応募順（事務局受

付順）に掲載します。     

④取組内容や成果、協働の役割などをわかりやすくまとめたシート（デジタルデータ）１枚 

シートをもとに、事務局でポスターを作成し、展示等を行います（シートの作成が技術的に困難な場

合は早めにご相談ください。シートづくりをお手伝いします。） 

⑤その他取組の説明資料：Ａ４で２ページ以内の資料を添付できます。 

※提出していただいた書類等はすべて審査の対象となり、〔様式２〕以外は原則、ホームページ等で公開し

ます。  



 

〔様式１〕  協働による社会課題解決の取組の内容 
 

取組の名称 絵本とコミュニティの力が、地域をつなぐ ～だいすきよの輪～ 

 

テーマとの関連 

 

 

◎取組とテーマが合致している点を書いてください。 

・岡山在住のママが、絵本の出版・読み聞かせという文化的な取り組みをしていること 

・「縁日」という、日本の伝統的な交流法と、絵本の読み聞かせを組み合わせたこと 

・コロナで大勢の人が集まりにくい状況下でも、小さな地域コミュニティでコンパクトに感染対策

を取りつつイベントを実施したこと 

・イベントの趣旨を理解した地元の企業等が、地域の子どものために協力してくれたこと 

・地域、女性の活躍サポート、子育て支援の各コミュニティがそれぞれの役割を果たし、相乗効果

による温かな交流が生まれたこと 

取組の目的・目

標 

◎取組の目的・目標を社会課題の具体的な状況をふまえて書いてください。 

コロナ禍によって、ここ数年、人と人との交流の機会は激減した。少子高齢化が進み、核家族化に

より地域のつながりが薄れ、孤独死や、「孤育て」など、社会の断絶が問題になっている。 

その中で、親と暮らせない子どもたちの育ちを支える団体と、ママを中心とした女性が生き生きと

活躍できる社会の実現をサポートする団体、地域のコミュニティが手を取り合い、「絵本」と「縁

日」を通じて交流を創出し、コンパクトながらも、どの年代でも、子どもも大人も安心して過ごせ

る場所と時間を生み出す。 

取 組 の 内 容 

 
 

◎取組の内容について具体的に書いてください。 

１ 取組の対象：対象地域、対象者、対象人数など 

（対象地域） 

岡山市北区中撫川地域 

（対象者） 

中撫川地域およびその周辺の住民 

および、一般社団法人ぐるーんメンバー、女性コミュニティ「手帳のGAKKO」メンバー 

約１００名 

 

２ 活動内容、実施方法など 

岡山市北区中撫川地内にて、一般社団法人ぐるーんと手帳のGAKKOメンバーが協働し、両コミュニティに参加

している子育て中の女性２名が共同で出版した絵本「だいすきよ」のサイン会・読み聞かせの会と、縁日を同時

開催した。開催にあたっては地元の住民を招き、３者の交流を目指した。また、開催場所の最寄りの事業所が駐

車場提供するなどし、サポートを行った。 

 会場は屋外で広く、絵本の読み聞かせをする場所、サイン会をする場所、縁日コーナーを設け、ゆったりと交

流しながら過ごせる場所を創出した。なお、ここでの絵本の売り上げについては、社会的養護の子ども達のサポ

ートのために寄付されることとした。 

 

３ 工夫した点や取組の特徴 

イベントは１日間、終日開催とし、告知に関してはあえてあまりエリアを広げず、感染対策のため、意図しない

混雑の発生を予防した。また、地元密着型とすることで、より深い交流の場とすることを目指した。イベント時

間を長く取ることで、短時間に人が集中することを防ぐとともに、子連れの家族が好きなタイミングで参加でき

るよう配慮した。赤ちゃん連れでも気軽に参加できるよう、ぐるーんからは子どもとの関わりに長けた人材が参

加した。ぐるーんにおいては、日頃から大人が子どもに関わる際の研修等を実施しているが、そのノウハウが活

かし、実践につなげる場としても役立った。 

 読み聞かせのみ、サイン会のみ、ではなく、各イベントとと縁日を組み合わせることで、幅広い年齢の人々が

気軽に参加でき、子ども同士、大人同士の交流、子どもと大人のふれあいの場面が多く持てるような工夫をこら

した。 

 

◎取組をＷＥＢ等で告知している場合はそのＵＲＬを書いてください。 

https://ehon-daisukiyo.studio.site/?fbclid=IwAR2sJ8RO86-dZFC6K9BjWRaEDmL-mlnvOKioOXO85LB-

bBIzelXp8YWpyZw 

取組の実施期間 

 

今後の活動展開

始期：2022 年 7 月～ 

 

 

□ 継続予定 

☑ 令和４年７月終了 

□ 令和  年  月頃終了予定 

該当するものに☑し必要事項を記入してください。 



など 

 

◎今後の成果の普及や活動展開などについて書いてください。 

今回のイベントで、地域の人がぐるーんの活動に興味を持ち、地域での子育てサポート

活動の輪が広がっていくことが期待されます。一度限りでなく、コンパクトなイベント

を定期的に実施することで、よりつながりを深めていくことを目指しています。今後も、

同様の読み聞かせとふれあいイベントを、各地で展開していきます。 

 

協働による 

効 果 

◎協働したことにより達成できたことや得られた効果を書いてください。 

各コミュニティが単独で活動するより、それぞれの強みが活かされた。さらに地域の持つ場所とイ

ンフラを活かして交流の輪を広げることができた。 

「活き活きと子育てに、やりたいことに取り組む女性のコミュニティ」から生まれた子育て中のマ

マによる絵本の出版という文化的な成果物を、「社会で子どもの育ちを支えるコミュニティ」のメン

バーの助力で読み聞かせと縁日という子どもとのふれあいの場につなげ、地元コミュニティのイン

フラやリソースを最大限に活用し、コンパクトかつ地元に密着したイベントとすることができた。 

参加者からは、「子ども連れでこんなに楽しく参加できて、大人も大変楽しく過ごせた」、「絵本のコ

ンセプトに触れ、自分も子育てサポートに役立ちたいと思った」、「次のイベントも大変楽しみにし

ている」との声を多くいただいた。 

協働団体と 

その役割 

 

※協働団体が他分

野にわたっている

ことや、各団体の

関わりの深さも評

価の対象となりま

す。 

※足らない場合は

欄を追加してくだ

さい。 

 

団 体 名 一般社団法人ぐるーん 

団体種別 □住民自治組織 ■市民活動団体 □企業 □教育機関 □行政 □その他（  ） 

役 割 読み聞かせ、会場設営、縁日等のサポート  

団 体 名 手帳の GAKKO 

団体種別 □住民自治組織 □市民活動団体 □企業 □教育機関 □行政 ■その他（  ） 

役 割 絵本サイン会企画、読み聞かせ、縁日等のサポート 

団 体 名 なつかわの郷 

団体種別 □住民自治組織 □市民活動団体 ■企業 □教育機関 □行政 □その他（  ） 

役 割 駐車場の提供 

団 体 名 アラワラセントラル美容室 

団体種別 □住民自治組織 □市民活動団体 ■企業 □教育機関 □行政 □その他（  ） 

役 割 駐車場の提供 

団 体 名 太田事務所 

団体種別 □住民自治組織 □市民活動団体 ■企業 □教育機関 □行政 □その他（  ） 

役 割 駐車場および会場の提供 

団 体 名  

団体種別 □住民自治組織 □市民活動団体 □企業 □教育機関 □行政 □その他（  ） 

役 割  

団 体 名  

団体種別 □住民自治組織 □市民活動団体 □企業 □教育機関 □行政 □その他（  ） 

役 割  

  



〔様式２〕 取組実施団体概要書 

【協働組織又は代表団体】 

団 体 名 

 

団体の種別 

（団体名・ふりがな）   

一般社団法人ぐるーん 

□住民自治組織 ■市民活動団体 □企業 □教育機関 □行政 □その他（  ） 

所在地 
〒700-0054  岡山県岡山市北区下伊福西町 7-32-309 

代表者職・氏名 
（ふりがな）こうもと みつこ 

（役職） 代表理事          （氏名）河本 美津子 

 

担当者 

 

職・氏名
ふりがな

 理事 太田理香（おおた りか） 

電話 090（4579）1881 FAX （   ） 

e-mail r-oota@popmc.jp 

 

 郵送先 〒701-0163 岡山市北区中撫川 224-1 

設立(活動開始) 

年月 
（法人設立年月） 

 2011 年 8 月     活動歴 11 年  0 ケ月（令和 4年 7 月末日現在） 

※法人の場合（法人設立 2014年 1 月） 

団体の主な活動 
（事業内容） 

様々な理由から親と一緒に暮らせない社会的養護の子ども達のサポートをするた

め、乳児院での抱っこから活動をスタート。「小さなやさしいおせっかい」を合言

葉に、大人と施設の子どもたちの交流を促し、里親制度や養子縁組制度を普及す

るため、各種講演会や研修会、ふれあいイベントを開催している。 

2016年より岡山市子ども総合相談所と協働で里親等普及啓発促進事業に取り組

み、2022年現在もその協働事業は継続している。 

 構成員数・ 

広報活動 

構 成 員 数： 岡山エリア〔約 500 人〕※全国では約 3,000 人・全国に支部あり 

ホームページ： 有（URL  https://gruun.jp/  ） 

会 報 紙 等：  無 （HP にて活動報告あり） 

 

【協働している団体一覧】※足らない場合は欄を追加してください。 

団体名 

 

団体の種別 

（団体名・ふりがな）   

手帳の GAKKO 

□住民自治組織 □市民活動団体 □企業 □教育機関 □行政 ■その他（女性コミュニテ

ィ） 

所在地 
〒700-0983 岡山県岡山市北区東島田町 1 丁目 7-22 

代表者職・氏名 
（ふりがな）ひしだ さえこ 

（役職） 理事長         （氏名）菱田 紗絵子 

団体の主な活動 
（事業内容） 

「手帳を活用し、自分の人生を自分自身でデザインできる、自立した幸せな女性を

増やす」をコンセプトとした、女性のオンラインコミュニティ。自分の人生に夢中

になれる、幸せな女性を増やすために、手帳の活用法にとどまらず、メンバーがや

りたいことに挑戦し、応援していく場を提供している。様々な年齢、立場の女性た

ちが集い、交流する中で「自分らしい生き方」を見つけて輝いていくために、学び

を深めている。 

 

 

 

 
  

mailto:r-oota@popmc.jp


団体名 

 

団体の種別 

（団体名・ふりがな）   

アラワラセントラル 

□住民自治組織 □市民活動団体 ■企業 □教育機関 □行政 □その他（   ） 

所在地 
〒701-0163 岡山市北区中撫川 299-1 

代表者職・氏名 
（ふりがな）くろずみ なおき 

（役職） 店長         （氏名） 黒住 直生 

団体の主な活動 
（事業内容） 

美容室業務 

 

 
 

団体名 

 

団体の種別 

（団体名・ふりがな）   

ケアコミュニティー なつかわの郷（株式会社ＫｅｉｚＬａｂ（けいずらぼ）） 

□住民自治組織 □市民活動団体 ■企業 □教育機関 □行政 □その他（   ） 

所在地 
〒701-0163 岡山市北区中撫川 289-6 

代表者職・氏名 
（ふりがな）太田 けいさい 

（役職） 代表取締役          （氏名） 太田圭哉 

団体の主な活動 
（事業内容） 

ソリューション事業、介護福祉事業所企画/運営、人材採用/人材育成 ケアコミュ

ニティー事業、通所介護事業所「なつかわの郷デイサービスセンター」運営、 

住宅型有料老人ホーム「なつかわの郷」運営 

 
 

団体名 

 

団体の種別 

（団体名・ふりがな）   

太田事務所 

□住民自治組織 □市民活動団体 □企業 □教育機関 □行政 ■その他（士業事業所 ） 

所在地 
〒701-0163 岡山市北区中撫川 272 

代表者職・氏名 
（ふりがな）おおた かいいち 

（役職） 所長         （氏名） 太田 傀一 

団体の主な活動 
（事業内容） 

司法書士業務、土地家屋調査士業務、行政書士業務 

 

 


